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国語 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

●文章の種類を踏まえて、物語の
展開のしかたなどを捉えている。

●物語の展開のしかたを粘り強く
捉え、今までの学習を生かして読
み深めた感想を交流しようとして
いる。

四　状況の中で ●自分の生き方や社会との関わ
り方を支える読書の意義と効用
について理解することができる。

●文学作品を読むことが、自分
の人生や自分が生きている社会
について深く考えるきっかけとな
ることに気づいている。

●自分の知識や経験と比べたり、
語り手や人物の立場、時代背景な
どを変えて読んでみたりして、作品
のもつ特性や価値を探っている。

●文章を批判的に読むことに積
極的に取り組み、今までの学習を
生かして小説を批評したり、自分
の考えをまとめたりしようとしてい
る。

三　言葉とともに ●表現のしかたを考えるなど、自
分の考えがわかりやすく伝わる
俳句になるように工夫することが
できる。

一　深まる学びへ ●文章の種類を踏まえて、物語
の展開の仕方を捉えることができ
る。
●学習した語句を文章中で用い
て、語彙を豊かにすることができ
る。

●抽象的な概念を表す語句など
を用いて、登場人物の人物像を
表している。

二　視野を広げて ●具体と抽象など情報と情報と
の関係について理解を深めること
ができる

●資料から得られた事実とその
解釈、それを基に考えたことを、
自分の言葉で書き出している。

●「書くこと」において、目的や意図
に応じて、社会生活の中から題材
を決め、集めた材料の客観性や信
頼性を確認し、伝えたいことを明確
にしている。

●論理の展開や意見と根拠、そ
れらを結び付ける「理由づけ」な
どを粘り強く考え、学習課題に
沿って説得力のある小論文を書
こうとしている。

五　自らの考えを ●表現のしかたを考えたり資料を
適切に引用したりするなど、自分
の考えがわかりやすく伝わる文
章になるように工夫することがで
きる。

●選んだ題材を多角的に分析
し、自分の考えと結び付く具体例
を考えている。

●「書くこと」において、表現のしか
たを考えたり資料を適切に引用し
たりするなど、自分の考えがわかり
やすく伝わる文章になるように工夫
している。

●自分の考えがわかりやすく伝
わる文章になるように、粘り強く
工夫し、学習の見通しをもって批
評文を書こうとしている。

●理解したり表現したりするため
に必要な語句の量を増し、話や
文章の中で使うとともに、和語、
漢語、外来語などを使い分けるこ
とを通して、語感を磨き語彙を豊
かにしている。

●語句の選び方や表現のしかたに
着目して俳句を読み、筆者の評価
のしかたを捉えている。

●進んで表現のしかたなどを評
価し、学習課題に沿って鑑賞文を
書いたり俳句を創作したりしようと
している。
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●人間、社会、自然などについて
進んで自分の意見をもち、今まで
の学習を生かして発表したり文章
にまとめたりしようとしている。

六　いにしえの心を受け継ぐ ●文章を批判的に読みながら、
文章に表れているものの見方や
考え方について考えることができ
る。

●作者や作品について興味をも
ち、俳句と地の文との関係に注意
しながら読み、作者の思いを想像
している。

●読むこと」において、文章を批判
的に読みながら、文章に表れてい
るものの見方や考え方について考
えている。

●粘り強く言葉を選んだり構成を
工夫したりし、今までの学習を生
かして、文章にまとめたり、友達
の発表を聞い質問したり評価した
りしようとしている。

七　価値を生み出す ●複数の発言の共通点を結び付
けて、一つの提案にまとめたり、
複数の発言の中からよい点を取
り上げたりしている。

●提案を分類・整理し、観点を決め
て検討したり、互いの意見の長所
を生かしたりして話し合っている。

●合意形成に向けて粘り強く考
えを広げたり深めたりし、学習の
見通しをもって話し合おうとしてい
る。

八　未来に向かって

●進行のしかたを工夫したり互い
の発言を生かしたりしながら話し
合い、合意形成に向けて考えを
広げたり深めたりすることができ
る。

●場の状況に応じて言葉を選ぶ
など、自分の考えがわかりやすく
伝わるように表現を工夫すること
ができる。

●自分で設定したテーマと内容、
目的に合う文種を決め、冊子を編
集している。

●自分が伝えたいことが効果的に
伝わるように、場に応じて工夫しな
がら話している。


